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Para Gala 2020 へのごあんない 

 

謹啓 師走の候、関係各位皆様に於かれましては、ご多用そしてご清祥にてお過ごしの事と拝察致し、

心よりお慶び申し上げます。 

 私共、一般社団法人 Para Dance Creators は、創設より来年２月には 1 周年を無事迎える事となりま

した事を謹んで此処にご報告申し上げます。 

障害者健常者共に多様性を受け入れた Minority としてのダンスを中心としたパフォーマンスのアーテ

ィストを育成し「場」を与えるという理念の下、国内外様々なチャンスを与え、チャンスを創造し、そ

して我々のビジョンの理解を得て港区文化芸術活動サポート事業として、港区からは厚い恩恵を受けて 

活動するまでに至りました。 

そして韓国障害者芸術文化振興協会との MOU や、欧州その他 Australia での活動も今後パラの一端を

も担う振興普及活動としても邁進し、今後は特別支援学校等「学校学習創造支援プログラム」として日

本全国の学校を周回し、欧州障害者芸術での活動と Australia を始めとする環太平洋での普及と、何よ

りも「指導員」を育成する事が、2020 年の我々「Para Dance Creators（PDC）」の骨子と考えて、活動

していく所存です。 

 昨今の世の中は様々な多様化した価値観が受け入れられ始めてはおりますが、やはり「次世代育成」

と「生涯教育」として高齢化社会に於いての、戦争を体験された高齢者でも、今だからこそこういう文

化の「学びの機会」が等しく与えられる良い時代になったと実感できる事を具現化できるのが、我々の

使命そして可能性として潜在能力として秘めているものを打ち出していく所存です。 

 我々の活動に際し、港区は元より東京都そして文化庁、スポーツ庁、社旗福祉協議会、様々な行政機

関からもご厚情を賜っており、そして協賛として株式会社白寿生科学研究所、アサヒ飲料株式会社、今

般会場として使用させて戴くに当り、Kiss ポート財団、赤坂区民ホールに於いては多大なるご厚情を賜

っておりまして、ここに厚く御礼申し上げる次第です。 

 そして何よりも、サポーターとしてご来席の皆様方の応援があっての Para Dance Creators です。 

 皆様方にはこの書面を以て、御礼申し上げごあいさつと致します。 

謹白 

   令和元年１２月吉日 






